
                              

○ 

水
道
が
で
き
る
ま
で
、
各
集
落
や
各
学
校
等
に
お
け
る
飲
料
水
は
、
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

表
１ 

各
集
落
の
飲
用
水
の
状
態 

             

和
泊 

字 

名 

石
川

イ
シ
ゴ
ー 

   

奥
川

ウ

コ 泉 

名 

石
川
は
旧
桟
橋
の
南
側
に
あ
る
水
質
・
水
量
と
も
和
泊
字
唯
一 

の
良
質
泉
で
、
上
流
の
清
水
は
飲
料
水
・
雑
用
水
用
と
し
て
各 

家
庭
に
運
び
、
下
流
の
方
は
洗
濯
・
水
遊
び
・
牛
の
水
浴
び
等 

に
も
使
用
し
た
が
、
満
潮
期
や
台
風
前
後
の
高
潮
の
と
き
は
海 

面
下
没
し
て
使
用
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
千
穂
神
社
の
東
南
麓ろ

く

に
あ
る
。
和
字
の
ヒ
イ
ジ
ヨ
の
水
が
伏 

流
と
な
っ
て
地
下
を
流
れ
、
再
湧
出
し
た
泉
。
付
近
の
民
家
や 

学
校
が
利
用
し
て
い
た
。 

水
質
・
水
量
・
運
び
方
な
ど
の
状
況 

六
九 数 

井 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸 

石
川
は
満
潮
の
と
き
使
用
で
き 

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
台
風
の 

前
後
は
高
波
の
た
め
数
日
間
も 

使
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ 

れ
に
備
え
て
井
戸
を
掘
っ
た
。 

あ
ま
り
深
く
は
な
い
が
、
水
質 

に
恵
ま
れ
ず
、
中
に
は
塩
辛
い 

水
の
出
る
井
戸
も
相
当
あ
っ
た
。 

水
質
・
汲
み
上
げ
状
況
等 

四
五 

飲
料
用
水 

タ
ン
ク 
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上
手
々

知
名 

手
々
知

名 和 

ユ
ヌ
ビ
ン
ジ
ョ
ウ 

（
お
天
神

テ
ン
ジ
ン

） 

    

ウ
シ
ュ
ン
ト
ゥ 

ヌ
チ
ゴ
ー 

フ
ク
ザ
ト
ゥ
ゴ 

ー ウ
イ
ナ
カ
ス
ク
ゴ 

ー ウ
シ
ュ
バ
ル
ゴ 

ー ア
ー
ボ
家ヤ

の
ホ 

ー シ
ョ
ウ
ジ
ゴ
ー 

ヒ
ー
ジ
ヨ 

ガ
ラ
ゾ
ー 

○
水
質
は
良
好
で
あ
る
が
、
水
量
が
乏
し
く
、
渇
水
期
に
は
著
し
く 

水
量
が
減
っ
て
困
っ
た
。 

○
渇
水
期
の
水
汲
み 

 

①
先
着
順
に
水
汲
み
の
順
番
を
決
め
る
。
②
自
分
の
順
番
が 

き
た
と
き
に
、
小
お
け
と
ひ
し
ゃ
く
を
持
っ
て
深
さ
一
メ
ー 

ト
ル
ほ
ど
の
井
底
に
下
り
る
。
③
井
底
の
凹
地
に
水
が
あ
る 

程
度
た
ま
っ
た
と
き
、
静
か
に
ひ
し
ゃ
く
で
汲
ん
で
小
お
け
に 

昔
は
石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
水
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
距
離
が
遠
く
、
水
運
び
に
苦
労
し
た
ら
し
い
。 

古
く
か
ら
井
戸(

五
～
六
尋
程
度
の
浅
い
井
戸)

を
掘
っ
て
使 

用
し
た
。 

集
落
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好 

集
落
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
普
通 

集
落
の
西
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
普
通 

集
落
の
北
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
普
通 

集
落
の
北
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
普
通 

集
落
の
西
方
に
あ
る
泉
で
、
水
質
・
水
量
と
も
良
好 

集
落
の
東
部
に
あ
る
暗
川 

集
落
の
中
程
に
あ
る
暗
川 

 

二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
断
が
い
絶 

壁
を
下
り
て
飲
料
水
を
汲
み
、
そ
れ
を
運
び
上
げ
た
。 

二 

四
二  

一
七 

○
一
組
共
同
井
戸
―
第
一
小
組
合

員
一
同
が
共
同
で
井
戸
を
掘
り
大

正
十
二
年
に
完
成
し
た
が
、
塩
辛

い
水
が
出
た
。
深
さ
も
二
十
一
尋

あ
り
、
汲
み
上
げ
が
困
難
で
、
あ

ま
り
用
さ
れ
な
か
っ
た
。 

深
さ
五
～
六
尋
程
度 

 

ウ
シ
ュ
ン
ト
ゥ
ヌ
チ
ゴ
ー
な
ど
の

よ
う
に
水
質
の
良
い
井
戸
も
あ
っ

た
が
、
中
に
は
塩
辛
い
水
の
出
る

井
戸
も
あ
っ
た
。 

 

水
量
は
良
好
で
あ
っ
た
。 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ
る
。 

深
さ
十
五
尋ひ

ろ

～
二
十
尋
程
度 

四
三 

一
一 

一
八 

喜
美
留 

 

暗ク
ラ

川ゴ
ー 

 

暗ク
ラ

川ゴ
ー

は
集
落
の
中
心
部
に
あ
り
飲
料
水
の
主
体
で
あ
っ
た
が
、 

渇
水
期
に
は
湧
出
量
が
減
水
す
る
の
で
、
先
着
順
に
水
汲
み
の 

順
番
を
決
め
、
尐
し
ず
つ
わ
き
出
る
水
を
ひ
し
ゃ
く
で
丁
寧
に 

汲
み
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
渇
水
の
ひ
ど
い
と
き
は
、
集
落
北 

部
の
人
た
ち
は
ア
ン
ニ
ヤ
ゴ
ー
に
、
集
落
南
部
の
人
た
ち
は
遠 

く
手
々
知
名
の
ア
ー
ボ
家ヤ

の
ホ
ー
ま
で
、
水
も
ら
い
に
い
っ
た
も
の

で
あ
る
。 

入
れ
る
。
④
大
お
け
は
あ
ら
か
じ
め
ヌ
ケ
石
の
上
に
載
せ
て
お 

き
、
次
々
小
お
け
の
水
を
移
し
入
れ
る
。
⑤
水
を
大
お
け
の
九 

分
ど
お
り
入
れ
て
か
ら
頭
上
に
載
せ
て
自
宅
に
運
ぶ
。 

○
夜
中
ま
た
は
夜
明
け
前
な
ど
、
水
を
汲
む
人
の
途
絶
え
る
時 

 

刻
を
見
計
ら
っ
て
、
ち
ょ
う
ち
ん
や
カ
ン
テ
ラ
、
ま
た
は
船 

ラ
ン
プ
な
ど
の
灯
火
を
持
っ
て
水
汲
み
に
行
っ
た
。 

○
曲
が
り
く
ね
っ
た
田
ん
ぼ
の
畦あ

ぜ

道
を
通
っ
て
、
遠
く
奥
川

ウ

コ

や 

 

手
々
知
名
の
井
戸
ま
で
水
も
ら
い
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
水
源
か
ん
養
の
た
め
雑
木
林
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
結 

 

論
に
達
し
、
在
京
の
菅
村
芳
竹
・
芳
弘
兄
弟
（
菅
村
修
己
氏 

 

祖
父
の
弟
）
は
じ
め
字
民
一
同
が
浄
財
を
拠
出
し
て
、
上
流
地 

 

域
を
広
く
買
収
し
、
雑
木
を
植
え
て
水
源
を
か
ん
養
し
た
が
、 

 

予
期
し
た
ほ
ど
の
効
果
は
表
れ
な
か
っ
た
。 

二
五 

 

 

深
さ
九
尋
～
十
三
尋
程
度
で
あ
る

が
、
地
下
に
石
灰
石
の
硬
岩
が
あ

っ
て
、
掘
り
方
に
大
変
苦
労
し
た

井
戸
も
あ
っ
た
。 

 

水
質
は
普
通
で
あ
る
が
、
中
に 

は
塩
辛
い
水
の
出
る
井
戸
も
あ 

○
二
組
共
同
井
戸
―
第
二
小
組
合 

 

員
一
同
が
共
同
で
井
戸
を
掘
り 

 

大
正
十
二
年
に
完
成
し
た
。
水
質 

 

も
良
か
っ
た
が
、
木
製
の
井
戸
枠 

 

が
腐
朽
し
た
た
め
崩
壊
し
、
そ
の 

 

利
用
は
短
期
間
で
終
わ
っ
た
。 

三
〇 
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畦
布 

伊
延 

出
花 

 

ワ
ン
ジ
ョ 

ホ
ー 

 

チ
ン
チ
ョ 

ウ
ニ
ゴ
ー 

  

テ
ー
ガ
ナ
シ 

ゴ
ー 

ア
ン
ニ
ヤ
ゴ
ー 

北
海
岸
に
わ
き
出
た
泉
。
水
質
良
好
、
水
量
も
十
分
で
沖
永
良 

部
を
代
表
す
る
有
名
な
泉
で
あ
る
が
、
集
落
か
ら
四
～
五
百
メ 

―
ト
ル
の
急
坂
を
下
っ
て
水
を
汲
み
、
そ
れ
を
各
家
庭
ま
で
運 

び
上
げ
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

和
泊
行
き
の
道
と
出
花
行
き
の
道
の
分
岐
点
の
西
側
凹
地
に
あ 

る
。
浅
く
に
湧
出
し
水
質
も
良
好
で
あ
っ
た
が
、
渇
水
期
に
水
量 

が
減
尐
す
る
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
、
付
近
の
人
た
ち
が
協
力
し 

て
共
同
井
戸
（
通
商
チ
ン
チ
ョ
）
を
掘
っ
た
。 

散
在
集
落
な
の
で
遠
距
離
の
水
運
び
に
苦
労
し
た
。 

集
落
の
北
方
約
五
～
六
百
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
に
あ
る
。
天
候
の 

悪
い
と
き
な
ど
、
遠
距
離
の
水
運
び
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

深
さ
約
三
尋
、
満
潮
時
に
は
尐
し
塩
辛
く
な
る
欠
陥
が
あ
っ
た
。 

 

集
落
の
東
方
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
西
原
字
に
あ
る
泉
。
水
質
は
良 

か
っ
た
が
、
遠
距
離
の
水
運
び
に
は
苦
労
し
た
。 

集
落
の
北
東
方
約
四
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
二
か
所
に
湧
出
し
て
い 

た
。
水
質
良
好
。
普
段
は
付
近
の
民
家
数
軒
が
利
用
す
る
だ
け
で
あ 

っ
た
が
、
渇
水
期
に
は
集
落
北
部
の
人
た
ち
が
水
汲
み
に
殺
到
し
た 

も
の
で
あ
る
。 

一 六 五  

深
さ
三
十
尋
近
く
も
あ
り
、
水 

を
汲
み
上
げ
る
の
に
大
変
苦
労 

し
た
。 

共
同
井
戸
―
水
質
・
水
量
と
も 

に
良
好
で
あ
っ
た
。 

個
人
井
戸
―
深
さ
十
尋
以
内
、 

水
量
の
良
い
井
戸
も
あ
っ
た 

が
、
塩
辛
い
水
の
出
る
井
戸
も 

あ
っ
た
。 

た
。 

水
質
・
水
量
と
も
に
普
通
で
あ 

っ
た
が
、
深
さ
が
三
十
尋
近
く 

も
あ
り
汲
み
上
げ
に
長
時
間
を 

要
し
た
の
で
、
先
着
順
に
順
番 

を
決
め
て
汲
ん
で
い
た
。 

っ
た
。 

三
三 

一
一 

一
七 

 

西
原 

国
頭 

シ
ャ
ー
ゴ
ー 

  

テ
ー
ガ
ナ
シ 

ゴ
ー 

 

暗ク
ラ

川ゴ
ー 

     

ヒ
ジ
ャ
ゴ
ー 

ヒ
ャ
ン
ジ
ュ 

ツ
ツ
ヨ 

ウ
シ
ュ
ウ
ミ 

タ
バ 

ア
ン
ザ 

下
川
の
意
。
集
落
の
西
部
に
あ
っ
て
水
質
は
良
好
で
あ
っ
た
。 

渇
水
期
に
水
量
が
減
尐
す
る
の
で
、
先
着
順
に
水
汲
み
の
順
番
を
決

め
て
静
か
に
く
み
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

集
落
の
西
方
、
出
花
字
と
の
中
間
に
あ
り
、
出
花
字
東
部
の
人
た
ち

も
水
汲
み
に
き
て
い
た
。
平
常
は
水
質
・
水
量
と
も
良
好
で
あ
る
が
、

渇
水
期
に
減
水
し
て
困
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
暗ク

ラ

川ゴ
ー

。
集
落
の
中
心
部
に
あ
っ
て
飲
料
水
の
主
体
で
あ
っ
た 

が
、
渇
水
期
に
は
、
湧
出
量
が
減
尐
す
る
の
で
、
十
数
メ
ー
ト
ル 

の
断
が
い
を
下
り
て
か
ら
先
着
順
に
水
汲
み
の
順
番
（ 

チ
ヂ
）
を
決
め
、
尐
し
ず
つ
わ
き
出
る
水
を
、
ひ
し
ゃ
く
で 

丁
寧
に
長
時
間
か
け
て
汲
み
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 ○
ヒ
ジ
ャ
ゴ
ー
・
ヒ
ャ
ン
ジ
ユ
は
、
水
質
は
普
通
で
あ
っ
た
が 

 

渇
水
期
に
水
量
が
著
し
く
減
尐
し
て
困
っ
た
。 

○
ツ
ツ
ヨ
・
ウ
シ
ュ
ウ
ミ
・
タ
バ
・
ア
ン
ザ
は
海
岸
線
に
湧
出 

 

す
る
泉
で
、
高
さ
十
～
二
十
メ
ー
ト
ル
の
危
険
な
断
が
い
絶 

 

壁
を
下
り
て
飲
料
水
を
汲
み
上
げ
た
。 

○
散
在
す
る
四
百
戸
近
く
の
大
集
落
に
水
源
の
数
が
尐
な
く
、 

 

各
民
家
か
ら
の
距
離
が
遠
い
た
め
、
水
運
び
の
苦
労
は
大
変
な
も 

の
で
あ
っ
た
。 

一
〇 

四
二 

泉
が
集
落
の
西
部
に
偏
在
し
て

い
た
の
で
、
名
越
西
明
氏
が
東

の
方
に
井
戸
を
寄
付
し
た
。 

井
戸
は
皆
深
さ
十
三
～
四
尋
、 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ

っ
た
。 

集
落
密
集
地
の
井
戸
は
深
さ
が 

二
十
尋
近
く
も
あ
り
、
硬
い
石

灰
岩
盤
な
ど
も
あ
っ
て
掘
る
の

に
大
変
苦
労
し
た
。 

共
同
井
戸
が
多
い
。 

学
校
付
近
は
高
い
の
で
地
下
水

脈
が
深
い
だ
ろ
う
と
推
測
し
、 

井
戸
は
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て

タ
ン
ク
を
造
っ
て
あ
っ
た
。
後

井
戸
を
掘
っ
た
ら
八
～
十
尋
で

良
い
水
が
出
た
。 

ヤ
ジ
マ
タ
井
戸
が
で
き
て
か

ら
、
そ
の
飲
料
水
を
頼
り
に
し

て
ビ
シ
の
集
落
が
で
き
た
。 

一
七 

一
四
六 
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大
城 

玉
城 

根
折 

ホ
ー
ニ
ゴ
ー 

マ
ー
シ
ン
ゴ
ー 

ア
サ
ト 

タ
ビ
ラ
ゴ
ー 

ヒ
ャ
ー
ダ
ゴ
ー 

ハ
ナ
ゴ
ー 

ウ
シ
ユ
ゴ
ー 

   

イ
ム
テ
ィ
ゴ
ー 

イ
ン
ガ
マ
イ
ヨ
ウ 

ニ
ャ
ー
ゴ
ー 

   

ウ
タ
ゴ
ー 

集
落
の
東
部
に
あ
る 

集
落
の
南
部
に
あ
る 

集
落
の
中
部
に
あ
る 

 
 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。
各
家
庭 

集
落
の
南
西
部
に
あ
る 

 

か
ら
の
距
離
も
適
度
で
あ
っ
た
。 

集
落
の
北
部
に
あ
る 

集
落
の
西
部
に
あ
る 

集
落
の
北
部
に
あ
り
、
玉
城
字
飲
料
水
の
主
体
で
あ
る
。
大
干 

ば
つ
の
際
に
著
し
く
減
水
し
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
も
離
れ 

た
内
城
の
ヤ
ジ
ャ
ゴ
ー
ま
で
水
汲
み
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

集
落
の
西
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
普
通
。 

集
落
の
東
部
に
あ
る
暗ク

ラ

川ゴ
ー

。
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。
急
坂

三
～
四
十
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
所
の
水
源
が
あ
る
。
付
近
の
農
作
業

者
や
、
海
に
行
き
来
す
る
人
が
多
く
利
用
し
た
。 

集
落
の
西
方
約
七
百
メ
ー
ト
ル
、
越
山
の
北
麓
に
あ
る
。
長
い
坂

道
を
上
り
下
り
し
て
の
水
運
び
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

水
か
れ
の
ひ
ど
い
と
き
は
、
遠
く
瀬
名
字
と
の
中
間
に
あ
る
ア
ミ

ゴ
ー
の
上
流
ま
で
水
汲
み
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

集
落
の
南
約
七
～
八
百
メ
ー
ト
ル
の
ウ
タ
に
あ
る
。
急
坂
を
上
り

下
り
し
て
の
遠
距
離
の
水
運
び
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

四
三 

六
二 二 

井
戸
の
深
さ
五
尋
～
十
尋
、
水 

質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ
っ
た
。 

井
戸
の
深
さ
は
十
尋
～
十
五
尋
、 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ
っ

た
。 

個
人
井
戸
―
深
さ
二
十
尋
余
り
、

水
質
は
良
か
っ
た
が
汲
み
上
げ
る

の
に
苦
労
し
た
。 

二
組
共
同
井
戸
―
深
い
た
め
汲
み

上
げ
が
困
難
で
、
あ
ま
り
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
。 

一 

四
八 

一
七 

上
内
城 

内
城 

古
里 

皆
川 

ウ
イ
バ
ル
ゴ
ー 

ア
ダ
ニ
ゴ
ー 

ヤ
ジ
ャ
ゴ
ー 

イ
ジ
ス
ク
ゴ
ー 

イ
ジ
ン
ジ
ョ
ウ
ゴ

ー ヒ
ャ
ダ
ゴ
ー 

テ
ラ
シ
キ
ゴ
ー 

世
の
主
ゴ
ー 

シ
マ
ン
ゴ
ー 

シ
ー
ジ
ヨ
ゴ
ー 

ナ
ー
メ
ゴ
ー 

メ
ー
サ
ト
ゥ
ゴ
ー 

バ
シ
ャ
ド
ー 

  

ホ
ー 

   

集
落
の
北
部
（
内
城
小
学
校
の
北
方
約
百
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
る
。 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
な
泉
で
あ
る
。 

内
城
字
は
、
和
泊
町
の
水
源
で
あ
る
越
山
山
麓
に
あ
る
こ
と
と
、 

土
壌
が
花
崗こ

う

岩
の
風
化
し
た
マ
サ
土(

ハ
グ

土
ミ
チ
ヤ

）
で
水
も
ち
が 

良
い
た
め
、
集
落
内
至
る
所
に
良
質
で
水
量
豊
富
な
泉
が
あ
る
。 

集
落
の
北
方
約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る 

水
質
・
水
量
と
も
に 

集
落
の
北
方
約
五
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
｝
良
好
。 

集
落
の
南
西
約
六
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る 

集
落
の
北
方
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
約
五
～
六
百
メ
ー
ト
ル 

行
っ
た
所
に
あ
る
。
水
質
は
良
か
っ
た
が
水
量
が
尐
な
く
、
字
民

の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

石
橋
川
の
水
を
浄
化
し
て
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
た
。
す
な
わ 

ち
、
美
野
入
間
氏
宅
前
に
砂
・
砂
利
・
木
炭
等
を
入
れ
た
浄
水 

装
置
を
設
置
し
、
上
流
地
帯
で
人
畜
の
水
浴
・
洗
濯
な
ど
の
生
活

用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
た
水
を
そ
れ
に
導
入
浄
化
し
て
、
全
字
民

の
飲
料
水
に
し
た
。 

一
七 

四
三 七 一 

深
さ
五
尋
～
六
尋
。
水
質
・
水 

量
と
も
に
良
好
。 

二
～
三
メ
ー
ト
ル
も
掘
れ
ば
良 

質
の
飲
料
水
が
多
量
に
得
ら
れ
る

の
で
、
ほ
と
ん
ど
全
部
の
家 

庭
に
泉
や
井
戸
が
あ
る
。 

深
さ
十
尋
～
十
五
尋
。
水
質
・ 

水
量
と
も
に
良
好
。 

 

井
戸
の
深
さ
二
十
尋
。
尐
し
塩 

分
を
含
み
、
飲
料
水
に
適
さ
な 

か
っ
た
。 

六 九 

二
六 

一
七 

430 431 



水
質
は
良
好
で
あ
る
が
渇
水
期
に
は
水 

量
が
減
尐
し
、
先
着
順
に
順
番
を
決
め 

て
く
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。 

     

表
2 

各
学
校
の
飲
用
水
の
状
態 

永
嶺 

仁
志 

谷
山 

後
蘭 

ア
ガ
リ
ゴ
ー 

マ
タ
シ
ヤ
ゴ
ー 

暗ク
ラ

川ゴ
ー 

ヰ
の
ホ
ウ 

     

ク
ニ
オ
ゴ
ー 

ア
シ
キ
ブ 

ナ
ク
チ
ン
ダ 

ニ
ジ
ゴ
ー 

シ
マ
イ
ビ 

ク
ラ
ゴ
ー 

メ
ー
ダ
ゴ
ー 

メ
ー
ク
ブ
ゴ
ー 

タ
ン
ク
シ
ャ ゴ

ー 

集
落
の
東
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
の
中
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
の
北
方
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
の
西
部
に
あ
り
、
簡
単
に
ひ
し
ゃ
く
で
汲
め
る
浅
い
泉
。 

水
質
は
良
好
で
あ
る
が
渇
水
期
に
は
湧
出
量
が
減
尐
し
先
着
順 

に
順
番
を
決
め
て
水
を
汲
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
ひ
ど
い
と
き
は 

知
名
町
新
城
ま
で
水
も
ら
い
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
泉
ま
で 

の
距
離
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
家
庭
も
あ
り
、
水
運
び
の
苦 

労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

集
落
の
東
方
に
あ
り
、
付
近
の
民
家
が
数
軒
利
用
し
た
。 

集
落
の
南
東
に
あ
る 

集
落
内
に
は
泉
の
数
が
多
く
、
水
質
・ 

集
落
の
西
方
に
あ
る 

水
量
と
も
良
好
で
あ
っ
た
が
、
曲
が
り 

集
落
の
中
部
に
あ
る 

く
ね
っ
た
急
坂
を
上
り
下
り
し
て
の
水 

集
落
の
東
方
に
あ
る 

  

運
び
は
大
変
苦
労
で
あ
っ
た
。 

集
落
の
南
西
に
あ
る 

 

集
落
の
北
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
の
東
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
の
南
部
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

四
二 

一
三 

二
七 

三
三 

井
戸
の
深
さ
五
尋
～
六
尋
以
内 

水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

井
戸
の
深
さ
十
尋
～
十
七
尋 

散
在
集
落
な
の
で
各
個
人
別
に 

井
戸
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
ず
工
事 

費
の
ね
ん
出
に
苦
労
し
た
。 

井
戸
の
深
さ
五
尋
～
八
尋 

水 

質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

四
尋
～
五
尋
の
深
さ
で
良
水
が 

得
ら
れ
る
の
で
全
家
庭
に
井
戸 

が
あ
る
。 

井
戸
の
深
さ
四
尋
～
七
尋 

数 

メ
ー
ト
ル
掘
れ
ば
良
質
の
飲
料 

水
が
得
ら
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん 

ど
全
家
庭
に
あ
る
。 

七 

二
二 八 二 

合 

計 

瀬
名 

 

ア
ガ
リ
テ
ー
ゴ

ー イ
ヤ
テ
ゴ
ー 

 

メ
ー
ヤ
マ
ゴ
ー 

竜
太
郎
ゴ
ー 

 

集
落
の
東
部
に
あ
る 

 
 
 
 

集
落
の
西
部
に
あ
る 

 
 

 

集
落
の
南
方
に
あ
り
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
。 

集
落
か
ら
遠
く
南
方
に
あ
り
、
付
近
の
民
家
が
利
用
し
た
。 

五
一
八 九 

 

井
戸
の
深
さ
十
四
尋
～
二
十
尋 

井
戸
が
深
い
の
で
く
み
上
げ
に 

苦
労
し
た
。 

水
質
・
水
量
と
も
に
普
通
。 

五
四
〇 六 

和
泊
尋
常
高
等
小
学
校 

学 

校 

名 

○
校
地(

現
和
泊
町
役
場
敷
地)

の
北
東
部
、
最
も

石
川

イ
シ
ゴ
ー

に
近
い
場
所
に
水
飲
み
場
を
設
置
し
て
あ
っ
た
。
用
務
員
が 

石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
水
を
運
ん
で
広
口
の
大
き
な
か
め
に
入
れ
て
い
た
が
、
休
み
時
間
に
な
る
と
千
名
を
超
す
児
童
た
ち
が
先
を 

争
っ
て
殺
到
し
、
た
ち
ま
ち
か
め
い
っ
ぱ
い
の
水
を
空
っ
ぽ
に
し
た
。
遅
れ
て
き
て
水
の
飲
め
な
か
っ
た
児
童
た
ち
は
、 

先
を
争
っ
て
石
川

イ
シ
ゴ
ー

ま
で
駆
け
下
っ
て
水
を
飲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

○
限
り
あ
る
用
務
員
の
水
運
び
能
力
で
は
、
と
て
も
児
童
た
ち
の
欲
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
学
校 

 

は
児
童
に
対
し
て
「
飲
料
水
持
参
」
を
奨
励
し
た
。
児
童
た
ち
は
自
宅
で
、
サ
イ
ダ
ー
瓶
や
ビ
ー
ル
瓶
な
ど
に
飲
料 

水
を
詰
め
、
そ
れ
を
持
参
し
て
登
校
し
た
。 

○
大
正
五
年
ご
ろ
、
現
在
町
民
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
付
近
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
深
さ
七
～
八
尋
で
地
下
水
脈
に 

 

達
し
た
。
尐
し
塩
辛
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
飲
ん
で
い
た
。
井
戸
か
ら
尐
し
離
れ
た
北
側
に
水
飲
み
場
を
設
置
し
、
大 

 

き
な
広
口
の
赤
か
め
が
二
つ
と
竹
ひ
し
ゃ
く
が
数
本
備
え
ら
れ
て
た
。
授
業
時
間
中
に
二
人
の
用
務
員
が
水
を
汲 

飲 
 
 
 

料 
 
 
 

水 
 
 
 

の 
 
 
 

状 
 
 
 

況 

432 433 



                        

    

                     

国
頭
尋
常
高
等
小
学
校 

 

○
約
四
百
名
の
児
童
の
飲
料
水
を
、
用
務
員
は
約
三
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
暗ク

ラ

川ゴ
ー

か
ら
汲
ん
で
運
ん
で
い
た
。
集
落
か
ら 

 

学
校
に
登
る
急
坂
を
運
び
上
げ
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

○
学
校
は
児
童
に
対
し
て
「
飲
料
水
持
参
」
を
奨
励
し
た
の
で
、
児
童
た
ち
は
自
宅
で
サ
イ
ダ
ー
瓶
や
ビ
ー
ル
瓶
な
ど 

 

に
飲
料
水
を
詰
め
、
そ
れ
を
持
参
し
て
登
校
し
た
。 

○
国
頭
字
内
の
井
戸
が
あ
ま
り
に
も
深
い
の
で
、
高
所
に
位
置
し
て
い
る
学
校
と
し
て
は
、
井
戸
を
掘
る
こ
と
は
最
初 

か
ら
あ
き
め
て
い
た
。 

○
シ
ッ
ク
イ
で
貯
水
槽
を
つ
く
り
、

瓦
か
わ
ら

屋
根
の
水
を
竹
製
の
雤
ど
い
に
集
め
、
そ
れ
を
導
入
ろ
過
し
て
飲
料
水
と
し
て 

 

使
用
し
た
。 

○
後
、
校
地
の
北
東
隅
に
地
面
を
掘
り
下
げ
て
縦
二
メ
ー
ト
ル
・
横
三
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
貯
水 

 

槽
を
つ
く
り
、
瓦
屋
根
の
水
を
ト
タ
ン
製
の
雤
ど
い
で
導
入
、
そ
れ
を
ろ
過
し
て
飲
料
水
に
し
た
。 

○
学
校
の
周
囲
に
防
風
用
と
し
て
植
え
て
あ
る
ガ
ジ
マ
ル
の
木
の
根
が
水
槽
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
さ
し
込
み
、
水
も
ち 

 

が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
昭
和
十
八
年
九
月
、
思
い
切
っ
て
そ
の
西
側
と
用
務
員
室
の
間
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
案
ず
る 

 

よ
り
生
む
は
や
す
く
、
わ
ず
か
八
尋
で
地
下
水
脈
の
達
し
十
一
月
に
完
成
し
た
。 

み
あ
げ
、
そ
れ
を
バ
ケ
ツ
で
運
ん
で
、
か
め
い
っ
ぱ
い
満
た
し
て
お
く
。
休
み
の
鐘
と
同
時
に
千
三
百
名
の
児
童
が 

 

駆
け
つ
け
て
、
先
を
争
っ
て
水
を
飲
む
。
た
ち
ま
ち
か
め
の
水
が
な
く
な
る
。
水
の
飲
め
な
か
っ
た
児
童
た
ち
は
井 

 

戸
に
殺
到
し
、
自
分
た
ち
で
水
を
汲
み
上
げ
て
飲
む
。
わ
ら
縄
の
端
に
結
ば
れ
た
板
釣
瓶

つ
る
べ

に
汲
ま
れ
た
水
の
中
に
は
、 

 

塵
埃

じ
ん
あ
い

が
い
っ
ぱ
い
陽
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
児
童
た
ち
は
塩
辛
い
う
え
に
汚
れ
た
こ
の
水
を
、
先
を 

 

争
っ
て
飲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

○
先
生
方
の
飲
料
水
と
お
茶
用
の
水
だ
け
は
、
二
人
の
用
務
員
が
干
潮
時
を
見
計
ら
っ
て
石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
水
を
運
び
、
用
務
員 

 

室
内
の
小
さ
な
水
か
め
に
保
管
し
て
い
た
。 

内
城
尋
常
高
等
小
学
校 

大
城
尋
常
高
等
小
学
校 

 

○
学
校
の
北
方
約
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
ウ
イ
バ
ル
ゴ
ー
の
水
を
、
用
務
員
（
一
名
～
二
名
）
が
運
び
、
大
き
な
水 

 

が
め
に
入
れ
て
児
童
の
飲
料
水
に
供
し
た
。 

○
校
地
内
二
～
三
か
所
に
井
戸
を
試
掘
し
た
が
、
花
崗
岩
の
風
化
し
た
マ
サ
土
で
あ
る
た
め
土
質
が
軟
ら
か
く
、
す
ぐ 

 

崩
壊
し
て
地
下
水
脈
ま
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

○
昭
和
七
年
ご
ろ
武
宮
校
長
の
時
代
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
井
戸
枠
を
つ
く
り
、
そ
の
井
戸
枠
を
次
々
入
れ
て
土
砂 

 

の
崩
壊
を
防
ぎ
な
が
ら
掘
り
下
げ
て
行
っ
た
が
、
下
の
方
か
ら
崩
れ
や
す
く
、
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な 

か
っ
た
。
井
戸
が
浅
く
水
量
が
尐
な
い
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
濁
り
や
す
か
っ
た
。 

○
昭
和
二
十
七
年
宗
吉
校
長
時
代
に
西
門
近
く
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
水
の
湧
出
量
が
尐
な
か
っ
た
の
で
さ
ら
に
堀
り
下 

 

げ
よ
う
と
し
た
が
、
硬
い
岩
盤
が
あ
っ
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
き
な
か
っ
た
。 

○
昭
和
三
十
四
年
原
校
長
時
代
に
、
ウ
イ
バ
ル
ゴ
ー
に
ダ
イ
ナ
ー
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
水
圧
送
水
に
よ
っ
て
学
校
の
飲 

 

○
学
校
の
西
方
約
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
「
学
校
の
ホ
ー
」
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て
い
た
。
急
坂
で
、
し
か
も
曲
が
り
く 

 

ね
っ
た
田
ん
ぼ
道
を
通
っ
て
水
を
汲
み
上
げ
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

○
水
汲
み
の
仕
事
は
用
務
員
の
担
当
で
あ
っ
た
が
、
限
り
あ
る
用
務
員
の
労
力
で
は
四
百
名
を
超
す
児
童
た
ち
の
需
要 

 

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
高
等
科
児
童
の
水
汲
み
当
番
を
置
い
て
飲
料
水
を
運
び
上
げ
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
い
ろ 

 

い
ろ
な
行
事
な
ど
で
人
が
多
く
集
ま
る
と
き
な
ど
は
水
夫

ミ
ジ
ブ

を
雇
っ
て
水
を
汲
み
、
運
び
上
げ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

○
大
正
九
年
十
二
月
、
本
校
舎
の
玄
関
わ
き
に
井
戸
を
掘
っ
た
。 

○
昭
和
八
年
、
校
地
の
北
西
部
、
用
務
員
の
わ
き
に
新
し
い
井
戸
を
掘
り
、
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
。 

○
昭
和
二
十
三
年
新
制
中
学
校
発
足
後
、
校
地
の
南
側
に
井
戸
を
掘
り
、
案
外
浅
く
に
良
水
を
掘
り
あ
て
た
。
こ
れ
に 

 

よ
っ
て
国
頭
は
、
北
部
の
低
い
所
ほ
ど
地
下
水
脈
が
深
く
、
南
部
の
高
い
所
に
あ
る
学
校
付
近
ほ
ど
地
下
水
脈
の
浅 

 

い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。 
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城
丘
中
学
校 

和
泊
中
学
校 

 

和
泊
第
一
中
学
校 

和
泊
小
学
校 

和
泊
村
立
青
年
学
校 

 

○
昭
和
二
十
三
年
四
月
開
校
し
た
が
、
校
地
の
中
央
裏
に
旧
来
の
泉
が
あ
っ
た
。
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ
っ
た 

 

の
で
、
そ
の
ま
ま
三
百
名
近
く
の
生
徒
の
飲
料
に
供
し
た
。 

 

○
昭
和
三
十
一
年
、
和
泊
中
学
校
の
校
舎
建
築
工
事
と
同
時
に
、
校
地
に
北
側
宿
直
室
の
そ
ば
に
井
戸
を
掘
っ
た
。 

○
家
庭
科
教
室
の
屋
根
に
貯
水
槽
を
つ
く
り
、
電
気
動
力
揚
水
ポ
ン
プ
で
井
戸
水
を
あ
げ
た
。 

○
各
教
室
の
前
に
水
飲
み
場
を
つ
く
っ
て
ガ
ラ
ン
を
装
備
し
、
貯
水
槽
の
水
を
引
い
て
飲
料
に
供
し
た
。 

○
昭
和
二
十
三
年
四
月
以
降 

青
年
学
校
の
敷
地
は
和
泊
町
立
第
一
中
学
校
（
生
徒
約
四
百
名
）
と
な
り
、
昭
和
三
十 

 

四
年
六
月
以
降
は
和
泊
小
学
校
（
児
童
数
約
九
百
名
）
と
な
っ
た
が
、
飲
料
水
は
青
年
学
校
時
代
か
ら
引
き
続
き
、 

 

井
戸
と
奥
川

ウ

コ

の
水
を
併
用
し
た
。 

 

○
青
年
学
校
は
当
初
、
和
泊
尋
常
高
等
小
学
校
北
校
舎
を
使
用
し
て
授
業
を
開
始
し
た
。 

○
昭
和
十
一
年
、
距
離
的
に
和
泊
村
の
中
心
に
あ
た
る
高
千
穂
神
社
の
南
東
に
、
和
泊
村
立
青
年
学
校
を
設
置
し
た
。 

○
学
校
設
置
と
同
時
に
、
校
地
の
北
側
中
央
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
深
さ
七
尋
、
水
質
・
水
量
と
も
に
良
好
で
あ
っ
た
。 

○
生
徒
数
（
約
七
百
名
）
が
多
か
っ
た
の
で
、
井
戸
の
水
と
奥
川

ウ

コ

の
水
を
併
用
し
て
い
た
。 

 

料
水
用
の
水
タ
ン
ク
に
導
入
し
、
全
校
児
童
の
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
た
。 
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二 

雑
用
水 

  

沖
永
良
部
の
島
に
は
昔
か
ら
、
チ
ヤ
ワ
カ
シ
ミ
ジ
（
茶
沸
か
し 

水
）
と
い
う
言
葉
と
、
チ
ケ
ミ
ジ
（
使
い
水
・
雑
用
水
）
と
い
う 

言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昔
か
ら
飲
料
水
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、 

 

そ
の
芝
し
い
飲
料
水
の
使
用
は
、
飲
み
水
と
お
茶
用
だ
け
に
と
ど 

め
、
唐か

ら

芋
を
煮
た
り
、
食
器
や
鍋な

べ

・
釜か

ま

を
洗
っ
た
り
、
ふ
ろ
を
沸 

か
し
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
ふ
き
掃
除
を
し
た
り
す
る
水
は
、 

水
質
の
あ
ま
り
良
く
な
い
雑
用
水
で
辛
抱
す
る
と
い
う
、
生
活
の 

実
際
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

 

中
に
は
内
城
字
の
よ
う
に
、
飲
料
水
が
豊
富
で
、
生
活
用
水
の 

す
べ
て
を
良
質
の
飲
料
水
で
賄
え
る
集
落
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分 

の
集
落
で
は
飲
料
水
が
乏
し
い
た
め
雑
用
水
と
し
て
は
、
た
め
池 

や
た
ん
ぼ
の
ご
く
近
く
に
浅
い
井
戸
を
掘
っ
て
、
そ
の
浸
透
水
を 

使
用
し
た
り
し
て
い
た
。
な
お
そ
の
ほ
か
に
、
宅
地
内
の
大
き
な 

木
に
わ
ら
を
結
ん
で
垂
ら
し
、
そ
の
下
の
か
め
に
天
水

て
ん
す
い

を
導
入
し 

て
雑
用
水
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ひ
ど
い
場
合
は 

た
ん
ぼ
の
水
や
川
の
水
、
た
め
池
の
水
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
こ 

と
も
あ
る
。 

 

○
水
道
が
で
き
る
ま
で
の
各
集
落
に
お
け
る
雑
用
水
は
、
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

表
3 

各
集
落
の
雑
用
水
の
状
態 

     

   

                    

和
泊 

字 

名 

○
主
と
し
て
石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
水
を
使
用
し
た
が
、
干
潮
時
だ
け
し
か
利
用
で
き
ず
、
特
に
台
風
の
前
後
に
は
高
波
が
押
し
寄
せ
数
日
間 

雑 
 
 
 
 

用 
 
 
 

水 
 
 
 
 

の 
 
 
 
 
 

状 
 
 
 

況 

上
手
々
知
名 

手
々
知
名 

和 

 

○
フ
イ
チ
ヨ
ゴ
ー
・
メ
ー
ク
ブ
ゴ
ー
・
ナ
ー
タ
イ
ゴ
ー
・
ア
ガ
リ
ソ
ウ
な
ど
の
浅
い
井
戸
は
、
た
め
池
や
田
ん
ぼ
の
ご
く
近
く 

 

に
掘
っ
て
そ
の
浸
透
水
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
水
が
浸
透
す
る
の
は
た
め
池
や
田
ん
ぼ
の
水
の
多
い
期
間 

 

だ
け
で
、
そ
の
水
が
減
尐
す
る
と
井
戸
の
水
も
す
ぐ
か
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
雑
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
の
は
、
大
雤
後 

 

の
ほ
ん
の
短
期
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

○
右
に
列
記
し
た
雑
用
水
用
の
浅
井
戸
の
水
が
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
た
め
池
の
水
際
か
ら
尐
し
離
れ
た
所
に
方
二
メ
ー
ト 

○
食
物
の
洗
い
す
す
ぎ
・
煮
炊
き
・
食
器
洗
い
・
洗
濯
な
ど
に
は
、
井
戸
の
水
を
使
用
し
た
。
井
戸
の
中
に
は
塩
分
の
多
い
井
戸 

 

も
あ
り
、
洗
濯
・
水
浴
び
な
ど
に
困
っ
た
。 

○
唐
芋
洗
い
・
野
菜
の
洗
い
す
す
ぎ
・
洗
濯
な
ど
に
は
、
橋
ゴ
ー
ラ
（
町
田
定
美
氏
宅
南
の
川
）
や
ミ
ー
ゴ
ー
ラ
（
昭
和
橋
の 

 

上
流
）
な
ど
を
利
用
す
る
家
庭
も
多
か
っ
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
使
用
す
る
こ
と
も 

あ
っ
た
。 

○
食
物
の
洗
い
す
す
ぎ
・
煮
炊
き
・
食
器
洗
い
・
洗
濯
な
ど
に
は
、
シ
ョ
ー
ジ
ゴ
ー
・
ヒ
ー
ジ
ョ
等
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
、
野
菜
類
な
ど
の
洗
い
す
す
ぎ
に
は
、
シ
ョ
ー
ジ
ゴ
ー
や
た
め
池
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
使
用
す
る 

こ
と
も
あ
っ
た
。 

も
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
不
便
で
あ
っ
た
。
ま
た
石
川

イ
シ
ゴ
ー

と
自
宅
と
の
距
離
が
遠
す
ぎ
る
た
め
、
水
運
び
に
苦
労
し
た
家 

庭
の
多
か
っ
た
。 

○
わ
り
あ
い
に
浅
い
井
戸
が
多
か
っ
た
の
で
そ
れ
を
使
用
し
た
が
、
中
に
は
塩
分
の
多
い
井
戸
も
あ
り
、
洗
濯
・
水
浴
び
・
牛
馬 

 

の
飲
み
水
な
ど
に
困
っ
た
。 

○
奥
川

ウ

コ

に
近
い
家
庭
は
、
奥
川

ウ

コ

の
水
源
の
水
や
川
の
水
を
使
用
し
た
。 
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国
頭 

畦
布 

伊
延 

出
花 

喜
美
留 

 

○

暗ク
ラ

川ゴ
ー

や
ウ
シ
ユ
ウ
ミ
・
タ
バ
な
ど
の
泉
の
水
を
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。
水
は
良
質
で
水
量
も
良
か
っ
た
が
、
断
が
い 

○
雑
用
水
と
し
て
は
ワ
ン
ジ
ョ
の
下
流
の
水
を
使
用
し
た
。
水
は
良
質
で
水
量
も
多
か
っ
た
が
、
四
～
五
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る 

 

急
坂
を
、
重
た
い
水
お
け
を
頭
に
載
せ
、
野
菜
や
洗
濯
物
な
ど
を
小
わ
き
に
抱
え
て
上
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
宅
地
内
に
壕ほ

り

を
掘
っ
て
天
水
を
た
め
、
そ
れ
を
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
雑
用
水
と
し
て
も
、
主
と
し
て
ホ
ー
や
チ
ン
チ
ョ
の
水
を
使
用
し
た
が
、
水
源
が
集
落
の
東
側
に
偏
し
て
い
る
た
め
、
集
落 

 
 

の
西
側
の
人
た
ち
は
運
搬
距
離
が
遠
く
て
苦
労
し
た
。 

○
渇
水
期
に
雑
用
水
に
困
っ
て
、
畦
布
の
東
た
め
池
の
水
際
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
、
方
二
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
一 

 
 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
壕ほ

り

を
掘
り
、
た
め
池
の
水
を
浸
透
さ
せ
て
そ
れ
を
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
唐
芋
や
野
菜
洗
い
、
洗
濯
な
ど
は
、
田
ん
ぼ
の
水
や
た
め
池
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

○
田
ん
ぼ
の
水
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
り
、
田
ん
ぼ
の
水
を
広
口
か
め
に
汲
ん
で
澄
ま
せ
て
か
ら
使
用
し
た
が
、
た
め
池
を
水 

 

を
汲
み
上
げ
て
田
ん
ぼ
に
引
き
入
れ
て
あ
る
場
合
は
、
離
用
水
と
し
て
田
ん
ぼ
の
水
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
集
落
で
申
し
あ 

 
 

わ
せ
て
あ
っ
た
。 

 

○
主
と
し
て
暗ク

ラ

川ゴ
ー

・
ウ
ツ
コ
ウ
・
ア
ン
ニ
ヤ
ゴ
ー
な
ど
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
や
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
す
る
の
に
は
、
田
ん
ぼ
の
水
や
た
め
池
の
水
を
使
用
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た 

ル
・
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
壕ほ

り

を
掘
り
、
た
め
池
の
水
を
浸
透
さ
せ
て
そ
れ
を
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
や
野
菜
類
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
す
る
の
に
は
、
た
め
池
の
水
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た 

皆
川 

大
城 

玉
城 

根
折 

西
原 

 

○
主
と
し
て
、
石
橋
川
の
分
流
の
水
を
ろ
過
し
た
飲
料
水
タ
ン
ク
の
下
流
の
水
を
、
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
洗
い
、
野
菜
洗
い
・
洗
濯
な
ど
に
は
、
石
橋
川
の
分
流
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
ホ
ー
ニ
ゴ
ー
・
マ
ー
シ
ン
ゴ
ー
・
ア
サ
ト
・
タ
ビ
ラ
ゴ
ー
・
ヒ
ヤ
ー
ダ
ゴ
ー
・
ハ
ナ
ゴ
ー
な
ど
の
水
を
使
用
し
た
が
、
水
質 

 

も
水
量
も
良
好
で
、
あ
ま
り
苦
労
し
な
か
っ
た
。 

○
ウ
シ
ユ
ゴ
ー
・
イ
ム
テ
ゴ
ー
・
シ
ミ
シ
ゴ
ー
ラ
・
ヤ
ジ
ヤ
ゴ
ー
・
ア
ダ
ニ
ゴ
ー
な
ど
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
洗
い
・
野
菜
洗
い
、
洗
濯
等
に
は
、
た
め
池
の
水
を
使
用
す
る
場
合
も
多
か
っ
た
。 

○
メ
―
バ
ル
な
ど
清
水
の
流
入
す
る
田
ん
ぼ
の
片
隅
を
尐
し
深
く
掘
り
、
そ
こ
に
た
め
た
水
を
澄
ま
せ
て
使
用
し
た
り
、
宅
地 

 

内
に
壕ほ

り

を
掘
っ
て
そ
れ
に
天
水
を
た
め
、
そ
れ
を
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
や
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
す
る
の
に
は
、
田
ん
ぼ
や
た
め
池
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

○
主
と
し
て
シ
ヤ
ー
ゴ
や
テ
ー
ガ
ナ
シ
ゴ
ー
の
水
を
使
用
し
た
。 

○
唐
芋
や
野
菜
類
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
す
る
の
に
は
、
田
ん
ぼ
や
た
め
池
の
水
を
使
用
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

  

急
坂
を
、
重
た
い
水
お
け
を
頭
に
載
せ
、
野
菜
や
洗
濯
物
な
ど
を
小
わ
き
に
抱
え
て
上
る
の
は
、
危
険
を
伴
う
重
労
働
で
あ
っ 

 

た
。
ま
た
ウ
シ
ユ
ウ
ミ
・
タ
バ
な
ど
海
岸
の
泉
は
、
集
落
か
ら
遠
く
て
困
っ
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

○
た
め
池
で
、
唐
芋
や
野
菜
類
な
ど
を
洗
い
、
洗
濯
も
し
た
。 
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三 

夏
の
水
浴
び
、
冬
の
湯
浴あ

み 

 
 

沖
永
良
部
の
夏
は
、
こ
と
の
ほ
か
暑
い
の
で
、
毎
日
一
～
二
回 

の
水
浴
び
が
必
要
で
あ
る
。
水
量
の
豊
富
な
泉
を
持
っ
て
い
る
集 

落
で
は
、
水
源
は
飲
料
水
に
使
い
、
泉
か
ら
流
れ
出
る
水
を
水
浴 

び
用
に
使
い
、
そ
の
下
流
を
牛
馬
の
水
浴
場
に
し
て
い
た
が
、
大 

部
分
の
集
落
で
は
、
た
め
池
の
水
を
利
用
し
、
人
々
が
水
浴
び
を 

す
る
す
ぐ
そ
ば
で
、
く
そ
だ
ら
け
の
牛
馬
も
、
同
時
に
水
浴
び
さ 

せ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

冬
の
季
節
、
和
泊
字
に
近
い
集
落
の
人
た
ち
は
、
年
に
数
回
銭 

湯
に
行
っ
た
が
、
当
時
は
五
右
衛
衛
門

ご

え

も

ん

ぶ
ろ
も
、
き
わ
め
て
尐
な 

か
っ
た
の
で
、
普
通
の
鍋な

べ

・
釜か

ま

に
湯
を
沸
か
し
、
そ
れ
を
杉
板
製 

の
醬

し
よ
う

油ゆ

た
る
に
入
れ
て
、
湯
浴
み
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
醤
油 

た
る
も
な
く
、
露
天
で
、
身
体
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
浴
び
る
の 

が
普
通
で
あ
っ
た 

 

仁
志 

谷
山 

後
蘭 

上
内
城 

内
城 

古
里 

 

○
谷
山
か
ら
仁
志
の
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
用
水
路
の
水
を
、
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
田
ん
ぼ
の
水
を
そ
の
ま
ま
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
メ
ー
ダ
ゴ
ー
・
メ
ー
ク
ブ
ゴ
ー
・
タ
ン
ク
シ
ヤ
ゴ
ー
な
ど
は
、
水
質
が
良
い
う
え
に
水
量
も 

 

豊
富
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
雑
用
水
に
も
使
用
し
、
尐
し
も
不
自
由
は
し
な
か
っ
た
。 

○
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
メ
ー
ダ
ゴ
ー
・
メ
ー
ク
ブ
ゴ
ー
・
タ
ン
ク
シ
ヤ
ゴ
ー
な
ど
は
、
水
質
が
良
い
う
え
に
水
量
も 

 

豊
富
だ
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
雑
用
水
に
も
利
用
し
、
尐
し
も
不
自
由
は
し
な
か
っ
た
。 

○
飲
料
水
の
主
体
で
あ
る
ウ
イ
バ
ル
ゴ
ー
は
水
量
が
豊
富
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
雑
用
水
と
し
て
も
使
用
し
た
。 

○
フ
ウ
ゴ
ー
の
水
も
、
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
ア
ダ
ニ
ゴ
ー
・
ヤ
ジ
ヤ
ゴ
ー
・
イ
ジ
ス
ク
ゴ
ー
・
ヒ
ヤ
ダ
ゴ
ー
・
イ
ジ
ン
ジ
ヨ
ウ
ゴ
ー
・
テ 

 

ラ
シ
キ
ゴ
ー
・
世
の
主
ゴ
ー
・
シ
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
、
皆
水
質
が
良
い
う
え
に
水
量
も
豊
富
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
水
を
そ
の 

 

ま
ま
雑
用
水
と
し
て
も
使
用
し
た
。 

○
そ
の
ほ
か
、
ヤ
シ
ゴ
ー
・
シ
ヤ
ン
ゴ
ー
・
メ
ー
ゴ
ー
等
の
水
も
雑
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。 

○
石
橋
川
の
水
を
分
け
た
用
水
路
に
沿
っ
て
い
る
ホ
ー
マ
シ
・
ナ
ー
チ
ヂ
・
オ
イ
テ
ン
ジ
ヨ
・
ハ
シ
ジ
ヨ
な
ど
の
水
を
雑
用
水 

 
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。 

○
各
家
庭
で
は
一
番
か
め
に
飲
料
水
、
二
番
か
め
に
雑
用
水
を
汲
み
入
れ
て
保
管
し
、
三
番
か
め
に
は
田
ん
ぼ
の
水
を
汲
み
入 

れ
て
置
き
、
手
足
を
洗
う
の
に
使
っ
た
。 

○
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
気
根
の
先
端
を
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
口
に
入
れ
、
こ
れ
で
天
水
を
導
入
し
て
、
雑
用
水
と
し
て
使 

 

用
し
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
て
、
そ
れ
を
雑
用
水
と 

し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

瀬
名 

永
嶺 

 

○
平
常
は
ア
ガ
リ
テ
ゴ
ー
・
ク
サ
ヤ
マ
ゴ
ー
（
メ
ー
ヤ
マ
ゴ
ー
）
・
イ
ヤ
テ
ゴ
ー
な
ど
の
飲
料
水
を
、
そ
の
ま
ま
雑
用
水
と
し 

 

て
も
使
用
し
て
い
た
。 

○
渇
水
期
に
は
、
ナ
ガ
リ
ゴ
ー
の
水
も
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
宅
地
内
の
大
樹
に
わ
ら
を
結
び
つ
け
て
垂
ら
し
、
下
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
か
め
に
天
水
を
導
入
し
、
そ
れ
を
雑
用
水
と
し 

て
使
用
し
て
い
た
。 

 

○
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ア
ガ
リ
ゴ
ー
や
マ
タ
シ
ヤ
ゴ
ー
は
、
水
質
が
良
く
水
量
の
相
当
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
雑 

 

用
水
と
し
て
も
使
用
し
た
。 

○
ハ
ベ
ル
ゴ
ー
や
暗ク

ラ

川ゴ
ー

の
水
も
、
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 

○
宅
地
内
に
壕ほ

り

を
掘
り
、
そ
れ
に
天
水
を
た
め
て
雑
用
水
と
し
て
使
用
し
た
。 
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○
水
道
が
で
き
る
ま
で
、
各
集
落
に
お
け
る
、
夏
の
水
浴
び
、
冬
の
湯
浴
み
は
、
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。 

  

表
4 

各
集
落
の
水
浴
び
・
湯
浴
み 

  

畦
布 

伊
延 

出
花 

喜
美
留 

上
手
々
知
名 

手
々
知
名 

和 和
泊 

字

 

名 
一
三
三 

三
四 

一
〇
七 

一
六
〇 

六
四 

一
九
七 

一
二
六 

三
七
〇 

世
帯
数 

 

昭
和
三
十
年
当
時 

六
八
八 

 

一
七
七 

 

五
二
八 

 

八
二
四 

三
〇
一  

八
〇
六 

六
〇
二 

一
五
二
四 

人
 

口 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
ホ
ー
や
チ
ン
チ
ヨ
で
浴
び
た
。 

○
海
水
浴
を
し
て
か
ら
ホ
ー
や
チ
ン
チ
ヨ 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
暗

ク
ラ

川ゴ
ー

の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
ウ
チ
ガ
マ
・
橋
ゴ
ー
ラ
・
ミ
ー
ゴ
ー
ラ
ー
で
。 

○
海
水
浴
を
し
て
か
ら
ウ
チ
ガ
マ
で
。 

 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
シ
ヨ
ー
ジ
ゴ
ー
な
ど
の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
川
じ
り
や
シ
ユ
ウ
シ
ン
ゴ
ー
で
。 

○
海
水
浴
を
し
て
か
ら
、
石
川

イ
シ
ゴ
ー

や
シ
ユ
ウ
シ
ン
ゴ
ー 

 

で
浴
び
た
。 

人 

 

夏 
 

の 
 

水 
 

浴 
 

び 

○
た
め
池
で 

○
海
で 

○
た
め
池
で 

○
た
め
池
で 

○
た
め
池
で 

○

川
ホ
ー
ラ

で 

 

○
た
め
池
で 

○
石
川

イ
シ
ゴ
ー

の
川
じ
り
で 

○
海
で 

  

牛
・
馬 

  

         
 
 

二 

  

銭
湯
の
数 

  

冬
の
温
水
浴 

 

二
四 

一
〇 

一
〇
〇 

 

一
〇 

 

四
五 

二
○ 

  

五
右
衛
門 

ふ
ろ
の
数 

 

仁
志 

谷
山 

後
蘭 

内
城 

古
里 

皆
川 

大
城 

玉
城 

根
折 

西
原 

国
頭 

 

三
三 

五
三 

五
二 

一
一
七 

八
一 

七
五 

九
二 

二
二
〇 

九
〇 

九
一 

三
六
五 

 

一
八
五 

二
五
三 

二
五
〇 

五
二
七 

三
八
六 

三
〇
四 

四
二
五 

 

九
六
四 

四
七
二 

四
二
四 

二
二
二
八 

 

○
谷
山
か
ら
用
水
路
や
ジ
ー
チ
ヨ
で
。 

○
田
ん
ぼ
の
水
で
浴
び
た
。 

○
ト
タ
ン
ゴ
ー
や
リ
ン
ゴ
ー
で
浴
び
た
。 

○
メ
ー
ダ
ゴ
ー
の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

 

○
飲
料
水
に
使
用
す
る
泉
の
下
流
の
水
た
ま
り
を
造 

っ
て
人
が
浴
び
、
そ
の
下
流
で
牛
馬
に
水
浴
を
さ 

せ
、
残
り
の
水
を
田
ん
ぼ
に
引
い
た
。 

○
た
め
池
や
ホ
ー
マ
シ
で
浴
び
た
。 

○
海
で
浴
び
た
。 

○
石
橋
川
の
分
流
に
沿
っ
た
キ
ッ
パ
ラ
・
ユ
ー
グ
チ 

 

な
ど
の
水
の
深
い
所
で
沿
び
た
。 

○
石
橋
川
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
泉
の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
テ
ー
ガ
ナ
シ
川ゴ

ー

の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

○
ワ
ン
ジ
ヨ
の
川
じ
り
で
、
男
女
別
に
。 

○
ハ
ナ
ガ
イ
（
谷
山
か
ら 

 

の
用
水
路
）
で 

○
ト
タ
ン
ゴ
ー
で 

○
た
め
池
や
川
じ
り
で 

○
飲
料
水
用
の
泉
の
最
下 

 

流
で 

○
た
め
池
で 

○
石
橋
川
の
分
流
で 

○
石
橋
川
で 

○
た
め
池
で 

○
た
め
池
で 

○
た
め
池
で 

   

○
た
め
池
で 

○
ワ
ン
ジ
ヨ
の
川
じ
り
で 

                

 

一
八 

三
三 

六
〇 三 

二
〇 

四
五 

三
〇 

 

四
〇 

三
〇 

  

一
五
〇 
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合 
 

計 

瀬
名 

永
嶺 

二
六
一
七七 

七
九 

七
六 

一
二
五
六
四 

三
七
三 

 

三
二
二 

 

○
川
内

カ
ワ
ウ
チ

ゴ
ー
や
メ
ー
ゴ
ー
の
川
じ
り
で
浴
び
た
。 

○
た
め
池
で
浴
び
た
。 

 

○
ア
ガ
リ
ゴ
ー
や
ア
ナ
ダ
ゴ
ー
や
暗ク

ラ

川ゴ
ー

で
。 

○
た
め
池
で
。 

   

○
た
め
池
で 

 

○
た
め
池
で 

      

     

八 
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